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13. 沖縄県下におけるイエバエの殺虫剤感受性について
林 晃史1･3),楠井幸久2･3),篠永 酉3),石垣君子3),加納六郎3)(千葉県衛生研究所医動物研究室1),

東京空港検疫所2),東京医科歯科大学医学部医動物学教室3))52.1.21受理

沖縄県下の10カ所からイエバエを採供し, 8種類の殺虫剤に対する感受性について検討を行なっ

た.その納札 malathion に対しては全般的に払い抵抗性を持つことが明らかになった. また,

Sumithionに対しても伊是名系は5･153ILg,DDVP に対して那覇空粘系が 1.230jLg と強い抵抗性

を持つことが明らかにされ 今より,拡抗性対照をT:てる必繋があることが判かった.

最近,各地でイエバエの殺虫剤に対すろ紙抗性が間

歴になっている.しかし,本邦におけるイエバエの殺

虫剤感受性の水油ま明白でなく,林ら1･2) が北海道.

邦北.Bg東および四国の調頚を行なった以外,会同的

な視野にたった調査研究がないのが実状である.

著者らは抵抗性対策のひとつとして,本邦産イエバ

エの殺虫剤感受性を明白にして田く必要から,その過

程として沖縄県下を調禿し,若干の知見を得たので報

告する.なお.本文に入るに際し,採姫に御協力いた

だいた都岡検捷所那覇空粘支所の羅野千非技官に謝意

を表する.

実験材料および方法

供試昆虫:この実験に使用 した イエバエ Musca

domestl'caLinn61758は沖純県の次の地域で採災し,
実験室で大量飼育を行なった個体群である.

那研空港--那覇市小禄の空挺ビル (国際線),昭

和50年8月1日

和洋博会場--沖縄県本部町の会場内ゴミ捨場,昭

和50年7月31日

伊是名--伊是名島伊是名村仲田の旅館食堂内.昭

和50年8月26日

伊平屋-･･日伊平Ei缶伊平用村拭前屈の村内ゴミ環fl1
場,昭和50咋8月25円

座間味- -躍良問吉行爪賎問昧rb路閃昧村の食も'L:ゴミ

持場.昭和50咋8月15口

腔gt倣--･段良け耶n爪班IgE牧村の企生ゴミ拙吸.旧
850年8月17Ej

安田--･沖縄爪同頭相安田の牧場内の小鼠 昭和50

年8月17口

辺野茄 - -沖純仏間頭相辺野W r,昭和47年10月

首Bl･--那刑Trft'IBi,昭和47咋10月

鳩閃砧- -八m山竹'L:T町鳩閃rL,同和46年10月31日

供試薬剤 :実験に使用した和虫剤はpyrethrins(20%

エキス).Sumithion (純度 98.7,06,0,0-dimethyl

0-(3-nlethyl-4-nitrophenyl)phosphorothioate).

malathion(純度95.5%,0,0-dhethylS-(1,2ldicar

bethoxyethyt)phosphoro(lithioate).Baytex(純度

98.2%.0.0-dimethy10-〔(4-methylmercapt0-3-

methyl)phenyl⊃phosphorothioate),DDVP (純度

99.2,%,0.0-dimethy10-(2,2-dichlorovinyl)phos-

phate),㍗-BHC (純度99%以上,1,2,3,4,5,6-he･

Ⅹachlorocyclohexane,γ-isomer),prothiophos(純度

95.2,% 0-ethyl-S-n-propy10-2,4-dichlorophenyl

phosphorodithioate)およびCiafos(純度95.0%,0,

0-dimethyl0-(4-cyanophenyl)phosphorothioate)

の8種類である.なお,この実験に班mした鞭虫部,

prothiophos(而lVl名 Tokuthion) は新しい恐山成

分l)で.防疫IT]恐山剤として桃川されていない.
実験方法 :実験は鵬試薬剤をアセトンで所定弧度に

和釈し.イエバエ雌成虫の胸部門板瓢に微招注射田で

0.5/Ltあて処即する,通'llYの局所施用法によって実施

した.なお.火映は1兆刑につき,6浪度区を設け,

1円1m庇に20匹をmい,3連区制で3回反役実施し

た.

本研究は文部竹村学研死札 弼四才符応の医動物学的研究 (研究代未着 :佐々学)により行なった.
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Table1. LD50Values(FL富/female)of8insecticidesonhousefliescollectedinOKINAWA.

実験括果および考察

実験の結果は24時間後の致死率からLD80倍を求め,

整理するとTablelのごとくである.

沖絶県下,10カ所のイエバエの各種殺虫剤に対する

感受性の水準を整理し.傾向を概観すれば次のごとく

である.

Pyrethrinsに対する感受性は,安田が0.358FLgで

最も高く,伊足名が 0.634′fgで最も低かった. は高

なお,最も感受性の低かった伊是名系の LD50値

槻系に対して約1.8倍で,抵抗性は認められない.な

お.柿ら一)は本邦においてピレスロイド抵抗性は問題

にならないと報告してい るが; この調査の犯朗でも

pyrethrinsについては問題はなかった.

Sumithionに対する感受性は,伊平屋系が0.095FLg

で最も高く,伊足名系は 5.153FLgで最も低かった.

しかし,高槻系の LD50伯が 0.142FLgであるのに比

較し,首里系や海洋博系は 0.784FLgと0.725FLg で

わずかに感受性は低く,約5倍の抵抗性比をしめした.

また,伊是名系は高槻系の約36倍で,非常に強い抵

抗性を持つ系統といえる. しか し,神奈川県の三崎

系8)の 92.535FLgにはおよばなかった.なお,今回

の調査結niから推定し,現段階では Sumithionでの

駆除効果は期待できるが,耐性が発達しつつある幌向

が認められるので代替殺虫剤を検討して置く必要があ

るものと考える.

Malathionに対する感受性は海洋博系の 6.45FLg.

が最も高く,首里系の 240/Jgが最も低くかった. し

かし,高槻系の LD50伯が 0.454FLgであるのに対し,

最も感受性の高い海洋博系でも抵抗性比は約14倍で,

強い抵抗性をしめす.なれ この調査範囲では沖縄県

下には malatllionに対し,高槻系より高い感受性を

持つ系統は認められなかった.
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また,この傾向は夢の島や羽村6)と頬似しており,

このことから,当県内では malathionによるイエバ

エの駆除効果は期待できないと考えられる.なお,早

急に代替殺虫剤による計画的な薬剤散布を実施しなけ

れば,イエバエの異常発生という事態を志起する可碓

性がある.

Baytexに対する感受性は渡嘉敷系の0.078FLgが故

も高く,伊是名系の0.249FLgが最も低かった.また.

感受性の高いものと低いものの差は約3倍で他の兆剤

に比較して小さく,高槻系に対しても平均的に感受性

が高い傾向にある.

DDVPに対する感受性は伊平屋系が0.012/Lgで最も

高く,那嗣空溶系の 1.230FEgが最も低かった.

また,高槻系の LDBO値が 0.076pgであるのに対

し,伊平屋系の 0.012FLg,鳩間島系の 0･066/Lgはよ

り感受性であるが,安田系,座間味系および〃IL!名系
は約4倍から5倍の抵抗性比をしめし,耐性の発辺が

うかがえる.さらに,那覇空港系の 1.230iLgは前槻

系の約16倍で,夢の島系と同等であり,邦節に強い抵

抗性を持つといえる.

γ-BHCに対する感受性は鳩間島系の 0･361/̀gが
最も高く,海洋博系の 7.299FLgが奴も低かった. し

かし,高槻系そのものが γ-BHCに対して感受性が低

く,抵抗性の比較が困難である.

新しい殺虫成分である prothiophosはいずれの地

域のイエバエに対しても殺虫力が強く,malatIlionや

他の有機りん剤に抵抗性の発達した系統に対して効果

的であることは興味ぶかい.

また,Ciafosも沖純県下のハエに対しては効果的

で,malathionにかわり待ろ殺虫剤といえる. こと

に,伊平屋系の 0.061FLg,伊是名の 0･062FLgという

強い殺虫力が認められたことは興味ぶかいことである.

以上の結果から,沖縄県下のイエバエはpyrethrins
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や Baytexに対しては枕抗性が認め られな いが,

malathionに対しては全般的に強い机抗性がみられ

ち.なお.Sumithionに対しても机抗性が発道する仰

向がうかがえるので.那粥的な難剤tFt-/けが必頚である
ことが明らかになった.

また.葬丑山l剤のtFt布と拡抗性の発遇との関係である
が.柑Y･:叩公切を例にとれば次のごとくである.

itJJ7Y･:相関肺前のイエバエと会期終了後の昭和51年7

J]6口に,前回と同じ場所で採袋したイエバエの薬剤

感受牡を比校し,開催前より顕著に感受性の低下して

いることが明白になった.

Sumithionでは開催前のLD的伯が 0.725/′gであ

ったのが 53･5fLg,malathionの6145/Lgが 36･2FEg.

DDVPの 0･199jLgが 0.69IJg と伯が大きくなり,

感受性の低下が明らかに認められた.ことに,Sumト

thionでは拭抗性の発適は靭帯であった.このことは

殺虫剤の散布と密はな関係にあることが明櫛であった.

このことからも殺虫剤散布の計両性が強く守は れる.
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Summ8ry

Thesusceptibilityofhousefliescollectedfrom

severaldistrictsofOkinawaPrefectureagainst

thefollowinginsecticides:Pyrethrins,Sumithion

(0,0-dimethyl0-(3-methyl-4-nitrophenyl)phos･

phorothioate),malathion(0,0-dimethylS-(1,2-

dicarbethoxyethyl)pbosphorodithioate),Baytex

(0,0-dimethyl0-⊂(4-methylmercapt0-3lmethyl)

phenyl〕phosphorothioatc),DDVP(0,0-dimethyl

0-(2,2-がchlorovinyl)phosphate),㍗-BHC,Prothi

ophos(0-ethy1-g-n-propy10-2,4-dichlorophenyl

phosphorodithioate)and.CiaIos (0,0-dimethyl

0-(41CyanOphenyl)phosphorothioate).

LD50ValuesaregiveninTable1.Itisnoticeable

thatLD50 Valucsoftheinsecticidesincreased

afterthelntcrnationa1OceanExpositionheldin

Okinawain1975. 1tseemslikelythattheresist-

anceofthehousefliestothe insecticideshas

developedduringtheExpositionduetofrequent

applicationoftheinsecticides.

抄

前肋膜摘出ワモンゴキブリによる1-C-コレステJ3-

ルからHC-エクジソンとHC-エクジステロンの合成

Synthesisofecdysone-HCandecdysterone-HCin

cockroaches (Pen'pJanetaamerfcana) without

moulting glands.M.GETtSCllandH.EIEHSCfl:

Ex♪en'enEfa,33.463(1977).

前胸腺の茄変さは,脱出と成長過和の調節にあるこ

とは,一般によく認渦されている.ワモンゴキプ1)の

幼虫を脱皮2-3日後に前的脱を杭出し.その後40口

通常条件で飼育したがその関に脱皮はしなかった.こ

のようなワモンゴキプ.)2097iに 0.1/LCiの 1-C-コレ

ステロールを注射し,24時間後にクロロホルム/メタ

ノール2:1で虫体を磨砕した.クロロホルム/メタノー

録

ル混液を潤去後.残続を65,00/メタノールで油日ル て,

その後遠心分離.?!]屑クロマトグラフィーで細り返し

桁嬰注した.相同クロマトグラフは,ラジオクロマトス
キャンナーで州定した.前脚脱柄HI幼illの拙,ll物では,

エクジステロンと少IRのエクジソンがWE'認され,正常

な幼虫の抽出物は.エクジステロンが合成されたこと

をホしている.このようにして虫体内で合成きれたエ

クジステロンは析魁後,溶出してとりだしイエバエー

テストでホルモン活性のあることが示された.このよ

うに,前胸腺なしの虫体でエクジソンが合成きれるの

は,前胸腺以外の他の組織で合成されていることを示

しており,おそらく卵巣で合成きれるのであろう.さ

らに,合成部位の確認が必要である. (高橋正三)
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